
8. 神戸市兵庫区，長田区，須磨区の被害状況

8. 1 概要

兵庫区から須麿区にかけての神戸市西部の地形は，北側の六甲山地とそれに続く丘陵部，

および市街地の中心をなす南側の平坦面よりなっている 。兵庫区から長田区にかけては，

南側の平坦面は比較的広いが，須磨区の西部においては，山と海とが接近して，平坦面が

ほとんどなくなっている。図ー8.L 1 に神戸市西部の地質平面図を，図—8. 1. 2に主要な地質

断面図を示した 。 これらは， 『神戸市街地地質調査』 1) と『神戸の地盤』 2)を参考にして

作成したものである。これによると，神戸市西部の地質は，中生代白亜紀に形成された六

甲花岡岩類を基盤岩とし，鮮新統～更新統の大阪層群（粘土•砂・礫），更新統に堆積し

た扇状地堆積物である段丘層および完新統の沖積層，埋立地盤からなっている 。

花 岡岩類は，須麿断層などNE-SW方向の断層の北側に分布し．大阪層群および扇状地堆

積物は，山麓部より南側の丘陵地に分布し，新湊川や妙法寺川によって侵食を受けている 。

一方，沖積層は大阪層群や扇状地堆積物を覆って，南側の平坦面に広く分布し，粘土，砂．

礫よりなっている 。

神戸市西部で特徴的なのは，兵庫区南部から長田区南東部にかけて，砂州と思われる礫

質土が広く分布していることであり，これより内陸部の後背湿地にあたるところでは，枯

土層を主体とする沖積層が分布していることである。さらに 1日の湊川沿いである新開地付

近，ならびに妙法寺川沿いにおいては，河川堆積物である砂質土層が分布している 。なお，

現在の新湊川は会下山付近より人工的に付け替えたものである 。

次に活断層と言われる第四紀断層は．更新統から完新統の地層を切っている断層であり，

山地と丘陵部，丘陵部と平坦面の境界付近に分布し， 「諏訪山断層」 ， 「長田山断層」 ，

「会下山断層」， 「須磨断層」 （いずれもNE-SW方向）の存在が知られている 。

今回の兵庫県南部地震により発生した被害は，人命はもとより建物，土木構造物，ライ

フラインから自然斜面に至るまで幅広い範囲に及んでいる 。 各施設の被害状況の概要は以

下に示す通りである 。

（建物の被害状況）

広範囲に及ぶ焼失地域があり，木造家屋だけでなく，コンクリート造りの建物も損傷を

受けている 。 こうした被害は，神戸市西部域で広範囲に発生しているが，その被害状況に

は特徴的な傾向が認められる。すなわち，図 — 8. L 1に示すように．兵庫区南部から長田区

南東部にかけて分布する礫質土層の所では，建物の被害が比較的少なく，兵庫区中部から

長田区中部にかけて分布する粘土層の所では被害の大きいことが挙げられる 。 一方，北部

の丘陵地や山麓部においては，概して被害の程度は中部～南部に比ぺると低いが，会下山

断層や須磨断層沿いの一 部に被害が集中している所が見られる 。

（道路の被害状況）

阪神高速道路神戸線では，橋桁の落下，橋脚の座屈や傾斜などの被害が発生している 。

このうち，湊川インターチェンジ付近では被害の程度が高く，本線への取り付け部におい

て，橋桁が落ちている 。 それより東の JR和田岬線を越える所では，鋼製橋脚が座屈して

いる 。他の区間においても，コンクリートー柱型橋脚での損傷が著しい。

一般道路では，クラックの発生，陥没，隆起などが至る所で認められ，このうち，地下

の鉄道線が通っている国道 28号線（大開通り）や， 主要地方道長田・楠・日尾町線（上

-273-



沢通り ）で大きな被害が発生している 。神 戸高速鉄道の大開駅付近では，駅舎の損壊に

よって路面が大きく陥没している 。

（鉄道の被害状況）

当地区を通っている鉄道としては， J R線，山陽電鉄，神戸電鉄，神戸高速鉄道，神戸

市営地下鉄などがある 。 JR線の一 部を除いて，高架部がほとんどないために，被害の種

類としては，擁壁の傾倒，倒壊，切土 ・盛土斜面の変状，崩壊，橋梁取付け部の変状など

となっている 。 JR線では，新長田駅周辺の張りプロック付きの盛土の変状と，コンクリ

ート擁壁の傾倒が被害の大きい所であった 。 山陽電鉄では，須磨寺から須磨浦公園駅にか

けての盛土区間に被害が集中している 。被害の種類としては，石積擁壁のはらみ，移動 ，

崩壊や，法面の崩壊などである 。神戸電鉄では，東山トンネルの坑口付近で， クラ ックが

認められた 。また，このトンネルを過ぎて長田駅までの区間においては，隣接する宅地の

斜面が崩れ，家屋とともに線路上に土砂が崩落していた。

（河川の被害状況）

河川の被害では，護岸の被害が多く，橋台，橋脚，橋桁の被害は比較的少なかった。護

岸の被害としては，護岸 の傾倒，崩壊および背面地盤の沈下などが挙げられる 。会下山の

下を通っている湊川導水路トンネル下流側の坑口斜面においては崩壊が発生 していた。

（港湾の被害状況）

海岸護岸の被害としては，堤防の倒壊やケーソンの移動，沈下などが主なものである 。

このうち，ケーソンの傾倒は，僅かなものを含めると，ほぽ調査区域全域において発生 し

ていた 。変状の形態としては，ケーソンが海側に移動したり，傾いたりして，背面地盤が

陥没しているのが一般的である 。 移動の程度が大きくなると，ケーソンが海に沈んでし

まったりしている 。

（自然斜面 ，．宅地盛土 の 被害状況）

自然斜面は宅地盛土 に比べると被害の数は少なかった。被害地点としては．北東から南

西方向に延びる活断層沿 いに集中する傾向が認められる 。一 方， 宅地盛土では ，盛 土高 が

高い所での被害が大きい。

以上， これらの建物，道路，鉄道，河川，自然斜面などの被害は，微地形の低い所や沖

積の粘土層が分布する範囲に多く存在すること，須磨断層や会下山断層などの近 くに， 一

部被害の大きい所が見られるなどの特徴を持っている 。
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図ー8.1. 2 神戸市西部の地質断面図
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図—-8. 1. 3 旧地形図と被害箇所

旧地形図：明治18年，陸軍部測量局作成
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8. 2 建物の被害状況

神戸市西部では，火災による焼失区域が広範囲にあり，被害は木造家屋だけでなく，

コンクリート造りの建物にも生じている 。以下に ，各区毎に説明を加える 。

(1)兵庫区

兵庫区の被害状況は，大きく JR線より南側の区域， JR線と丘陵部との間の中部地区，

主要地方道長田 ・楠 ・日尾町線 （上沢通り ）北側の丘陵部より山側の区域に分けることが

できる。

JR線より南側の区域においては，港湾施設を含み，工業関連施設が多く存在している 。

一般の民家の多くは木造家屋よりなっているが，家屋の倒壊は比較的少なく，屋根瓦の落

下など比較的軽微な被害に留まっているものが多い。広域的な火災もなく，被害は少ない

地区である 。この地区では，図—8. 1. lに示すように，礫質土層が広く分布している 。

J R線と丘陵部との間の中部地区は，木造家屋，マンション，商店街，雑居ビルなど，

建物が密集している区域である 。 この地区では木造家屋などの被害か著しく，隣接する長

田区の同区域とも連動している 。特に大開通り沿いの被害が著しく， コンクリート構造物

の多くはこのあたりで崩れている。火災については，湊川町と，松本通で広い区域にわた

って発生している。この区域には，図ー8.1. 1に示すように，沖積の粘土層が分布しており，

被害の大きい所と粘土層の分布域とがほぽ一致している。一方，区の東部の湊川公園付近

では段丘層が分布しているが，この付近では建物の被害は比較的少ない。

丘陵部より北側の区域は，新旧の家屋が山裾まで分布している。 この区域では，古い建

物で傾いているものもあるが，全体として被害の程度は低い。全般に標高が高くなるにつ

れて，被害の程度は低くなる傾向にある 。 ただ，会下山付近では，一部で被害の大きい所

が見られる 。

以上の被害状況を地形 ・地質などとの関係で見ると．次のことが特徴として挙げられる 。

① 沖積粘土層が分布している区の中央部に被害が多く発生している 。 これに比べて，

礫質土層が分布している南部地区や，段丘層が分布している湊川公園以東では被害が

少ない。

② 丘陵部においては，全般に被害が少なくなる傾向にあるが，会下山断層沿いでは被

害が集中している所がある 。

(2)長田区
． 

長田区の被害は，山陽電鉄より南側の市街化の進んだ区域と，それより北側の区域に分

けることができる 。

市街化の進んだ区の中部～南部地区では，木造住宅，マンション，商店街，雑居ビルな

どが密集している。この地区においては，火災の被害が大きく，特に西代通，水笠町，若

松町一帯，御船通，海運町，久保町一帯，御蔵通，菅原通などで被害が大きい。また，コ

ンクリー ト構造物にも被害が多く発生している 。 この区域においては，沖稽粘土層が広く

分布している。一方，区の南端部から南東部にかけては，兵庫区より続く礫質土層もしく

は砂質土層か分布しており，南東部の東尻池 2丁目～ 8丁目の礫質土層が分布する区域で

は，建物の被害が比較的軽微であった。

山陽電鉄より北側の区域においては，家屋の被害が少なくなり ，全壊した家屋も点在す

る程度となっている 。地質は大阪層群が主として分布しており，河川沿いにおいては，河
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床堆積物である 崖錐が分布している 。

以上の被害状況を地形・地質などとの関係で見ると ，次のことが特徴として挙げられる 。

① 建物の被害は，沖積枯土層が分布している区域に集中し，山麓部の大阪層群が分布

しているところでは被害が少ない

② 南東部の礫質土層が分布する所においては，被害の少ない所が存在する 。

(3)須磨区

須磨区の被害は，臨海部より中央の市街化の進んだ区域と，山陽電鉄以北の北部地区に

分けることができる。

中部～南部地区では，国道 2号線に沿って木造家屋が密集しており，これらの地区では

被害が大きい。 コンクリート造りの建物にも被害が見られる 。 また，須磨寺駅を中心とす

る一帯も木造家屋が密集しており，これらの地区においても，大きな被害が発生してい

る。火災による被害は，長田区に隣接している大田町，大池町，千歳町，常盤町など広範

囲に発生している 。

山陽電鉄以北の北部地区では，被害が少なくなる傾向にあるが，平坦面に相当する板宿

駅付近では，家屋の全壊などの被害が発生している 。 また，須磨断層に近接している若木

町ではコンクリート造りの建物への被害が見られた。

以上の被害状況を地形・地質などとの関係で見ると，次のことが特徴として挙げられる 。

① 山陽電鉄の板宿駅周辺から国道 2号線にかけての区域と， 南西部の須磨駅周辺で被

害が大きい。 これらの地区は ，沖積の枯土層もしくは砂質土層が分布している区域で

ある 。

② 育英高校付近より養老町～板宿町にかけての須磨断層沿いでは， 一 部家屋の被害が

大きい所が認められる 。 ただ，これより以西については，被害が連続する傾向は明瞭

ではない。
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兵輝区松本町4T目 火災による被害
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写真一8.2.5 （日ー鼻II~)

長田区日吉町2丁目 鉄筋コンクリート造の倒填

＂ 

写真ー8.2.2 四—•I.I,JIZ) 

兵庫区湊川町lOIIIJ目 土砂崩れの被害

写真ー8.Z.4 （匹•い吟）

長田区四番町2丁目 火災による被害

t“
 iー

・

”
 

写真一8.2.6（か・2.2心）

須磨区須磨本町IT目 木造家橙の倒頃
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写—8.2.8(匹-1.z.1 ダ）

兵庫区矢部町の木造家屋の被害
写真一8.2.7（か1.2.1吹）

兵庫区上沢通3丁目 兵庫県警兵庫署 1隈部9の圧壊

し・ー、ビ

写真一3.2. 9 (ll!-1.2.1 oJl!I)) 

兵庫区上沢通4丁目木造家屋の被害

写真一8.2.10 （ロー•. Z. IO)Qil)

兵庫区大開通2丁目 木造家屋の被害

写真一8.2.11（図ー....1匹 I 写真一S.2.12（図ー11.Z.l匹）

兵庫区永沢町2丁目木造家屋の倒壊 兵痺区芦麟3丁目 木造家屋全壊の被害
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写真一8.2.13 (ll!-..,.,の）

兵庫区塚本通4丁目 鉄筋コンクリート造の被害

塁 西市<

口
ー

写真一8.Z.17（四．．,.,,,R)

長田区大道通2T目 木造家屋の被害

5111!涸5分の圧壊

写真一8.2.14(図-8.!. I 11)R) 

兵庫区三石通1丁目 木造家屋の固壊

写真一8.2. 16 (II!-9.2. 1ぺ）
長田区御蔵町5T目 火災による焼失

ぃ／
り徊i

--て
、..... 

...， 

写真一8.2. 18 ((8-1.Z. I'-'R) 

長田区東尻池町1丁目 木造家屋の被害
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写真ー8.2. 19 (n→..1.1 d;,i≫) 

長田区水笠通1T目 木迭家屋の全壌

写—8.2.2 1 (l!l-1.Z.Iの創

長田区久保町5T目 鉄筋コンクリート辺の焼失

写—8.2.23 11:t-..910l  

須磨区大池町4丁目 市営大池住宅、

山側（写真左鰐） 1こは惇i -285-

写真ー3.2.20 （か••t.11.)Qt)

長田区大橋町5丁目 鉄筋コンクリート造の被害

ヰ真一3.2.22（四ー1.22ぺ）
鶉欧綱4丁 目 腿K池腟饂

屯如環力仙側（写僚1)に傾斜、取り墳し中

写—8.2.24 (la』a の）

須磨区戎町1丁目 木迫家屋の全焼による被害



••99• 
写真一8.2. 25 （か•口匹）
緬区飛松町2T目 木辺家屋の全壊、
鉄筋コンクリート造の座屈

／ .,,,,-tが ら

し-3、分
て

写—8.2. 27 11!1-I.I I 17)@) 

須区若木町lT目 鉄筋コンクリート造りの全塩

写真-8.2.26~ー•, z. z,)18)

編凶森町lJ目鉄筋コンクリート造りの彩覆

• =ニJ

一写真一8.2.28（図ーI.I Z O)QIJ 

須磨区天神町3丁目 鉄筋コンクリート造の全塩
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8. 3 道路，鉄道，港湾の被害状況

8. 3. 1 道路の被害状況

(1)調査の概要と結果の要約

(i)調査対象道路

阪神高速道路神戸線，国道 2号線，国道 28号線 （大開通り ）， 主要地方道山麓線，

長田 ・ 楠 ・ 日尾町線 （ 上沢通り ） ，神戸 ・ 明石線，西出 ・ 高松•前池線，神戸三木線お

よびその他の道路，敷地などである 。

(ii)調査対象項目は，次の通りである 。

・亀裂 （開口幅，高低差，横ずれ量，長さ，方向など）

．陥没，隆起 （幅，長さ，深さまたは高さなど）

•高架橋（橋桁の落下，橋脚の座屈および傾斜など）

(iii)被害の種類と状況

固 ー8.3. 1,-...,8. 3. 2には，被害の位置図を示した。図中の番号 は， 8.4節も含めて，以下

の説明で掲げている場所を示しており，写真の番号とも一致している 。高架橋における

被害の種類は，橋桁の落下，橋脚の座屈，損傷，傾斜などである 。平坦部においては亀

裂，陥没，隆起などが発生している 。

阪神高速道路神戸線では 湊川イ‘ノタ チェンジ付近での被害が大きく， 2箇所で落

橋している 。 また， J R和田岬線を横断する箇所では，比較的被害が少ないと想定され

ていた鋼製橋脚にも座屈，破損などの被害が生じている 。一般道路では，道路下を地下

鉄線が通っている区間で，陥没や亀裂が多く認められる 。特に，国道 28号 線 （大開通

り）では，地下鉄大開駅付近で大規模な陥没による被害が生じている。 また，河川沿い

の道路においても多くの亀裂が認められる 。

(2)各路線別の被害状況

(i)阪神高速道路神戸線

兵庫区西出町 2丁目から駅南通り 2丁目にかけての約 1.6 Km の区間 （門型鉄筋コン

クリート製橋脚および門型鋼製橋脚）と，須磨離宮公園以北の山窟部では，被害がほと

んど見られない。その他の区間では何らかの被害が見られ，一柱型の鉄筋コンクリート

製橋脚および一柱型鋼製橋腿に座屈などの被害が生じている。湊川インターチェンジで

は橋桁が落下するなどの被害 が生じている 。以下に，橋脚 の構造毎の被害状況を示す。

(a)一柱型鉄筋コンクリート製橋脚

被害が最も集中しており，湊川インターチェンジでは，橋脚が大きく 座屈して橋桁が

2箇所で落下 している 。

場 所 ① 長田区苅藻通 2丁目

(b)一柱型鋼製橋脚

J R和田岬線を横断する箇所では橋脚が座屈して，北側に傾斜している 。

場 所 ② 兵庫区駅南通 4丁目 （北側橋脚 ）

③ 兵庫区御所通 2丁 目 （南側橋脚 ）

(c)門型鉄筋コンクリート製橋脚

この橋脚構造が連続する区間では，概ね被害は見られない。一部， 須磨区の JR線 を

横断する付近で，座屈の被害が見られる 。
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(d)門型鋼製橋脚

この構造の橋脚には，被害がほとんど見られない。

(ii)一般道路

道路面には多数の亀裂が見られるが，一般に海岸部では規模が大きく，内陸部になる

にしたがって小さくなる傾向にある 。内陸部における地盤の亀裂のうち，段差，開口，

横ずれなどを伴ったものに限ると，被害の多くは道路下を地下鉄が通っている区間，河

川沿い，沖積枯土層の分布する 区域に発生している 。

以下に主要路線ごとの被害状況を示す。 •

(a)国道 2号 線

道路自体の被害は．ほとんど見られない。

(b)国道 28号 線 （大開通り ）

神戸高速鉄道が地下 トンネルとして通過しており，陥没や亀裂の被害が大きい。 この

うち，大開駅の上部では駅が損壊したことにより，大きな陥没が発生している 。

場 所 ④ 兵 庫区大開通 7~8丁目

(c)主要地方道 山麓線

丘陵地を通るため被害は少ない。

(d)主要地方道 長田・楠 ・日尾町線 （上沢通り ）

地下鉄線が地下トンネルで通過しており． 陥没や亀裂が多い。

場 所 ⑤ 兵庫区上沢通 5丁目

(e)主要地方道 神戸・明 石線

山陽電鉄を横断する高架橋区間で，一柱型鉄筋コンクリート橋脚に座屈 などの被害が

見られる 。

Cf)主要地方道 西出 ・ 高松 • 前池線

板宿駅から千歳小学校付近までを地下鉄西神線が通過しており ，陥没性の亀裂の被害

が見 られる 。

(g)主要地方道 神戸 ・三木線

滝川高校付近で地下鉄線が地下を通過しており， 陥没の被害 が見られる 。

(iii)その他の被害

(a)兵庫工業高校

校内に規模の大きい亀裂が発生しており ，液状化現象が見られる 。

場 所 ⑥ 須麿 区宝町町 3丁目

Cb)市営重池北住宅

石垣，側溝などに右横ずれのクラ ック （垂直変位 lOcrn, 水平変位 12cm)を生 じている

ほか，中庭で液状化現象が見られる 。

場所 ⑦，⑧ 長田区重池町 2丁 目

Cc)市立ヨ ッ トハーバー耽車場

駐車場から道路へ続く開口亀裂 が多数発生 している 。

場 所 ⑨ 須麿区若宮町 1丁目
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8. 3. 2 鉄道の被害状況

(l)調査概要と結果の要約

調査対象鉄道は， JR, 山 陽 電 鉄 ， 神 戸 電 鉄 で あ る 。

調査対象項目は，切土・盛土の崩壊，擁壁や橋梁の変状で ある。 各線を通じて，被害の

種類は ，擁壁の傾倒曹倒壊 ， 切 土 ， 盛 土 斜 面 の 変 状 ， 崩 壊 ，橋梁部の亀裂などである 。 変

状が著しい場合，鉄道軌道が上下または左右に大きく変位している 。 各路線における被害

箇所を図ー8.3. 1---8. 3. 2に示 し た。

(2)各 路線別被害状況

(i) J R 

J R線としては，山陽本線と和田岬線がある。これらの路線のうち，山陽本線の新長

田駅周辺の 張 り プ ロ ッ ク付きの盛土の崩壊と，コンクリート擁壁の傾倒が最も大きい被

害であった。比較的小規模の被害として，山陽本線のーノ谷川で両アバット周辺の石積

みに幅 4cm程度の亀裂が発生していたものがある 。 和田岬線では，兵庫運河での鉄橋の

両サイドで軌道の修復がなされていた。

(a)中央 区と兵庫区の境界から新湊川までの区間

大半がコンクリートの高架であるが，地窟による被害はほとんど見られない。

(b)新湊 川 か ら 新 長 田 駅周辺までの区間

コンクリート擁壁が主体であり新長田駅周辺では，擁壁上部の平坦面に盛土がなさ

れ ， 全体として盛土高が高くなっている 。 こ の 区 間 に おいては，コンクリート擁壁の

傾倒が見られ，これに対 し て は ． ア ン カ ー 工 事 が 施 工 されていた。また．擁壁より上

部の盛土区間で法面のはらみ出しが見られ，プロック張りに変状が認められた。

場 所 ⑩ 長田区神楽町 5丁目

⑪ 長田区若松町 4丁目

この付近は，標高約 5mの沖積平坦面であり，地盤は粘 土 を 主 体 と す る 沖 積 層 で あ

る。 また，微地形の低い部分でもある 。 この区間において 被 害 が 相 対 的 に 大 き か っ た

こと は高い盛土施設であっ たことと，上記の地形，地質条件との関係が考えられる 。

(c)新長田駅以西から須磨駅西方までの区間

地展よる被害は，ほとんど見られない。

(d)和田岬線全線

兵庫運河での鉄橋の両サイドで軌道の修復がなされていた 。

(ii)山陽電鉄

山陽電鉄では，被害が須磨寺駅から須磨浦公園駅にかけての盛土区間に集中しており，

石積擁壁 がはらみ出したり．崩壊したりしている 。

(a)西代駅東側の地下トンネル入り口から板宿駅までの区 間

地下トンネル入口から西へ約60mの区間では，コンクリート擁壁に僅かな傾倒が認め

られた。 また，西代駅西側でレールの軌道修復作業が約80m区間で行われていた 。 この

付近は盛土区間ではないが，微地形の低い所でもある。地質 は ， 粘 土 を主 体とする沖積

層 が 分 布している 。 なお，山陽電鉄の上を通る主要地方道神戸 ・明石線の高架橋の橋脚

部分にも被害が見られ，道路に段差が生じていた 。

(b)板宿駅から須磨寺駅ま で の 区 間
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盛土区間はほとんどなく，地震による被害はほとんど見られない。

(C)須麿寺駅から須磨浦公園駅までの区間

被害 が集中している区間であり特に電鉄須磨駅より東側にかけての高盛土区間およ

び須磨浦公園駅より東側の片切片盛区間に被害が集中して見られる 。

電鉄須磨駅より東側にかけての高盛土区間では，石積擁壁や盛土斜面に亀裂の発生，

はらみ出 し，崩壊等による被害が発生しており，約 350mの区間でレール軌道に変位が

見られる。 須 磨 浦 公 園 駅より東側の片切片高盛区間では，石積擁壁の亀裂発生や押し出

しによる被害が大きく，約300mの区間でレール軌道に変位が見られる 。

場 所 ⑫ 須磨区須麿浦通 4丁目

⑬ 須 磨 区ーノ谷町 2丁目

(d)須磨浦公園駅以西

片切片盛の高盛土区間ではあるが，被害は比較的少ない。

(iii)神 戸電鉄

神戸電鉄は，湊｝1|公園の北側付近から地下トンネル区間となっている。 また，会下山

公園の近くで 2箇所のトンネル区間がある。地下トンネル入口から長田駅までの区間の

うち，重池町 2丁目や湊川町10丁 目で比較的大きな斜面移動が見られ，石積擁壁の亀裂

発 生 と 押し出しが見られた。 また，湊川町10丁目の盛土区間では高さ 3.5mの石積擁壁

が幅20mにわたって崩壊している 。

場 所 ⑭兵庫区湊川町10丁目

この区間の地質は大阪層群であるが，会下山断層の直上であり，家屋，自然斜面 ・盛

土の被害も発生していることから，会下山断層の影響も考えられる 。

8. 3. 3 港湾の被害状況

(1)調査概要と結果の要約

(i)調査対象港湾

港湾を調査地域によって ，次のように 4区域に区分し，説明を加える。

・兵 庫 突 堤 周 辺 （ 兵庫区東出町～中島町～築地町兵庫 突堤）

・三菱関連敷地（新）1|以南～遠矢浜町）

•長田港周辺 （苅藻島町 3 丁目～須磨区若宮町 1 丁目）

・須磨の浦地区（須磨の浦海浜一帯）

(ii)調査対象項目

調査対象項目は，海岸護岸および背面地盤の状況である 。特に護岸の変状と背面地盤

の亀裂，陥没などを調査した 。

(iii)被害の種類と状況

(a)海岸護岸の被害

． 

護岸の被害は，護岸の倒壊やケーソンの変位，沈下などが主なものである 。 ケーソ

ンの傾倒は，僅かなものを含めると，ほぽ調査地域全域において発生している 。 変 位

の特徴は ，ケーソンが海側に移動し，その移動量が最大で I.5m程度まで確認された。

(b)背面地盤の陥没

背面地盤の陥没につい ては，早急な盛土修復がなされたことにより，陥没深さ，範
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囲などが一部で確認できない所もあった。 背面地盤は，護岸やケーソンが移動・傾倒

した後，背面土砂が流失し，アスファルトやコンクリート床板か落下し，陥没してい

る。著しいものは，水没しているところもある 。

(2)各地区毎の被害状況

各地の被害状況を図 ー8.3.1-8.3.2に示した。

(i)兵庫突堤周 辺 （兵庫区東出町～中島町～築地町兵庫突堤）

兵庫突堤周辺において被害の大きいものは，兵庫突堤先端部分（写真⑮，⑯，⑰） と

その付け根付近の中之島町～築地町（写真⑱）である 。

場 所 ⑮兵庫区築地町 （兵庫一突堤）

⑯兵庫区築地町 （兵庫二突堤 ）

⑰ 兵庫区築地町 （兵庫二突堤）

⑱兵庫区出在家町 1丁目

これに対して，兵庫区西出町 1丁目や鍛冶屋町 1丁目の港 内では被害程度の軽微なも

のが多い。

(ii)三菱関連敷地周辺（新川以南～遠矢浜町～兵庫区吉田町～新湊川河口）

(a)三菱関連敷地付近

三菱関連敷地付近を海側から観察した結果では，ケーソン自体の変位はわからなかっ

たが，前面に置かれているテトラボットが崩壊していた。

(b)和田崎町，遠矢浜町付近

和田崎町，遠矢浜町付近でも，テトラポットが崩壊していた。 ただ，これらの地区で

は，テトラポットがあったために，その背面の堤防自体の変位や傾倒が抑止されている

ようである 。

場 所 ⑲兵庫区和田崎町

(c)兵庫区吉田 町～長田区苅藻通 7丁 目～新湊｝l|河口

吉田町 （写真 ⑳ ） では，護岸で傾倒や変位が著しく ， このような箇所では護岸より

20~30m付近まで，背面地盤に大規模な陥没や亀裂か認められる 。

場所⑳兵庫区吉田町 2丁目

(iii)長田港周辺（長田区苅藻島町 3丁目～須磨区若宮町 1丁目）

(a)長田区苅藻島町付近

海に突出した埋寸廿りでは， コーナ一部 （写真図),R )がケーソンの変位，傾倒，不同

沈下が著しい。海に面した護岸では，テトラポットが崩壊している 。 テトラボットの存

在でケーソン自体の変位や傾倒は抑止されているようである 。

運河内の貯木場 （写真厄3)では，上述した護岸に比較して，護岸の傾倒，変位が著し

く，背面地盤に大規模な陥没，亀裂が発生している 。

場 所＠長田区苅藻町 3丁目 （東海岸 ）

⑳長田区苅 藻町 3丁目 （先端部）

⑳長田区苅 藻町 1丁目（貯木場）

Cb)長田区南駒栄町～長田港

長田港出口付近の突出部出のケーソンの移動および背面地盤の沈下などが特徴的であ

る。港外の海に面した護岸では，テトラボットが崩壊している 。テトラボットによりケ
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ーソン自体の変位や傾倒は．抑止されているようである 。 しかし，コーナ一部では， 背

面地盤が0.5m程度沈下している 。

長田港西域 （長田区駒ケ林南町～須磨区外浜町）は，私有地が多く，海側からの観察

しかできなかった。観察結果では， テトラボットが崩壊していた。

(c)妙法寺）1|河口付近

先端部 のケーソン，船着き場（写真O)付近では背面地盤の陥没か著しく，深さ約

2 m, 延長約90mの範囲に及んでいる 。

場 所 ② 舵 頁 磨 区 若宮町 1丁目

(iv)須 磨浦地区 （須磨浦海浜一帯）

当地区は，海浜が主体の地区であり，護岸など構造物は 少ない。 主な構造物は，ー文

字堤防， 小規模階段護岸 ，海浜施設であり， 主な被害は次の通りである。

・一文字堤防の不同沈下（写真＠）

場 所＠膨頁磨区須磨浦通 1丁目

・階段 護 岸 の 小 変位 および亀裂 （写真R)

場 所図籾i磨区須磨浦町 2丁目

• 
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R ：写真番号
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図ー 8.3. 1 

（道路，

兵庫区 ・長田区の被害箇所

縮尺 1:20. 000 

鉄道，港湾，河川，自然斜面，宅地盛土）
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● ：自然斜面被害箇所

● ：宅地盛土被害箇所

口 ：液状化発生箇所

一：被害の大きい箇所

＝ ：被害の軽微な箇所

⑤ ：写真番号

゜
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図ー 8.3.2須磨区の被害箇所

（道路鉄道港湾，河川．自然斜面，宅地盛土）

縮尺 l:20, ODO 
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写真ー8.3.l ^（図ー•· '-'奴D) 阪神高速湊）11インター付近

権の屋、橋桁洛―卜の被害

写—8.3.l （四ー．． 3.1 OX,) 兵繹区街肝洟i2丁目付近

阪神高速鋼製橋脚の座屁による被害

＼
 ＼
 

｀
 

ー

写真一8.3.5 （内ー8.3.Iな 9)
し

兵庫区上沢通6T目付近

写—8.3.2 .（四ー,. .. t ")12)) 兵庫区駅南通4丁目付近

阪神高速鋼製橋脚の座屈による被害

ー

i[
l
 

]
 

顎—8.3.4 （ロー1-3-1 O){ii)) 鴎区大開通7丁目付近

神戸高速線大開駅q硲生1こよる道路の被害

道路の陥没による被害
兵庫区兵庫工業高校校内

グランド内に大規模な亀裂があり、液状化している．
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顎—&． 3.7正 3.1必 l 長田区重池町2T目付近

石垣攘翌の亀裂による被害

写真一8.3,_9(区-1.,.,aJ<ll)) 須頃料き東鋼の駐車場付近

駐車場から道路にかけて開口亀裂の被害

、, 9 

写真一8.3.11（四一ヽ．9．1成 ） 長田区新長田駅南西側

JRの法面の被害

-296-

— じ—`

写真一8.3.8 （ かI.J.lDJR) 長田区貢池町2T目付近

住宅敷地公園内の液状化による被害

写真ー8.3.10 （曰ー•.31~） 長田区新長出駅北東側

写真一8.3.12 （図ー•.l. z'-'@) 

JRの盛土擁壁が傾斜している。

寧区山陽電鉄須磨駅東側

盛土斜面の崩壊による被害

-・ ..ヽ I_-,・,r 
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写真一8.3. l3 (Illー•▼3. 2哄>) 須晦区山陽電鉄須磨浦公園駅付近

擁十斜面の崩壊による被害

写真一8.3.14 (ll!-1.l.l成） 兵痺区湊川町十丁目付近

石積み擁壁の崩壊による被害

写真一8.3.15｛図ー＆コ．Ia>@) 兵庫区兵暉第一突堤付近

コンクリート護岸の転倒による被害

ーーや

→T 
’̀ ＂ 

¥r、ヽ

¥ l'. 

//＇ 

一

-------

写真一11.3.17四 -1.3.1OJ@) 紐区兵庫第二突堤付近
護岸の傾倒、沈下により、背面地蟹の水没

写真一8.3.16(ll!-1.3.l吟｝ 兵庫区兵庫第二突堤付近

護井の傾倒、沈下により、背面地盤の水没

..-' :.; 
. ·~ 

・ • 富ーと___ :.,. ＇『 ~ ゞ. .
.、．．．r -. •.- -..、-
•. >9・ •マ・·
て・・. . - . 

写真一8.3.18 （図ー1.3.1吟） 兵庫区出在家町 1丁目

コンクリート顆岸の転倒による被害
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写—3.3. 21(日-..31 00) 
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一・―→ ゞ

兵区：：：環T l "

テトラポットが崩れている．

ら;←•
. → 

~ --._， 
長田はメ巾如13T目東海岸

ケーソンの変状と背面地醸の陥没

写真一8.323(111-1 3 I 6.04)) 只田区女潤町1丁目貯木場

謂岸の変状と貨面地盤の陥没
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写—8.3.20 （図→言 11 のl

写—8.3.22 1閉—い I DJ@) 

写真-8.l.24（口鼻3.2の）

兵庫区吉田中学校西側

面の傾倒による背面地盤の陥没
および

長田区苅浸町3丁目東厠先珠部

"岸の変状

須磨区若宮町1丁目付近

船付場の変状と訂面地盤の陥没
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写真一8.3.25 r~ー•9.z の） 須磨区須磨浦通IT目付近

防波堤の両端が沈下している

一
ー

、
花

9

、
一

3
 

プ］
f・。Iel 6

 
2
 

3
 

8
 

g
 

？竺-!

... 

須磨区須磨浦町2丁目付近

禎甜渡防に開口亀裂が発生している
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8. 4 河）1|， 自然斜面，宅地盛土の被害状況

8. 4. 1 河川の被害状況

(1)調査概要と結果の要約

調査対象河川は，新湊川水系（兵庫区，長田区 ）， 妙法寺川水系 （須麿区），，ーノ谷

川水系（須磨区）の 3水系である 。調査対象項目は，橋梁，河川譲岸および上方斜面の

変状である 。被害の種類と状況は ，次の通りである 。

(a)橋梁の被害

橋台では，その一部に小クラックが発生する程度の被害があ った。 橋脚では ，座屈し

た箇所が 1箇所あった 。橋桁では，特に大きい被害はなかった。

(b)河川護岸の被害

護岸が傾倒や崩壊を起こし，これに伴って背面地盤が沈下している 。崩壊規模の大き

いものは，新湊川における導水路トンネル下流側坑口付近の崩壊がある 。坑口上方斜面

および側方斜面で崩壊が発生している 。 また，それより西側の寺池町 1丁目から片山町

l丁目にかけては， U型水路のコンクリート壁が傾倒して，道路面が陥没している 。

(2)河川 別の被害状況

各河川の被害状況を，図 — 8 . 3.1--..,8.3.2 に示した 。

(i)新湊川水系

橋梁の被害では，橋台の一部が破損する程度の軽微な被害が 1~ 2箇所ある程度であ

った。橋脚および橋桁の被害は見られなかった。

護岸の被害は，護岸の傾倒と崩壊とがある 。護岸が傾倒したところでは，背面地盤の

沈下や亀裂が見られる 。 コ ンクリート壁の被害では，写真＠，⑤)があり，これらはいず

れも山側の右岸に多い。石積みの崩壊は，写真定）がある 。

場 所 ⑰ （石井川 ）兵庫区湊川町 7丁目（東山小学校裏）

⑳ （新湊川 ）長田区寺池町 1丁目 （湊川高校付近 ）

⑳ （新湊川 ）長田区長田町 1丁目

謹岸上方斜面の被害では，新湊川における導水路トンネル下流側坑口 （写真R)の 斜

面崩壊があり，坑口上方および側方斜面の崩壊が見られる 。側方斜面では，右岸側の道

路に幅 10cm程度の連続性のある亀裂が見られる ，

場 所 ＠ （新湊川 ）長田区重池町 1丁目

新湊川水系の護岸の変状の要因について考えると，次の通りである 。

場所屹りの崩壊およびその上流域のコンクリート擁壁の傾倒箇所については，周辺の家

屋 も大きな被害を受けている所が多く，会下山断層に近接していることが影響している

とも考えられる 。場呪⑲の崩壊は，導水路トンネルの構築された時期が明治 4年と言わ

れていることから，年数の経過していることが大きな原因になっていると考えられるが，

会下山周辺の家屋も比較的 大 き な 被 害 を 受 け て い る こ とより会下山断層に近接してい

ることが影響している可能性も考えられる 。場所俎)；雹似）延長数百 m区間の U型水路の

擁壁の傾倒も ，河川が会下 山断層と 平行して流れていることより，断層の影響を受けて

いることも考えられる 。

(ii)妙法寺川水系

橋梁の被害のうち，橋台の被害は，軽微なクラックがある程度で，他はほとんど見ら
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れなかった。橋脚の被害は，須磨区飛松町 （飛松橋）に座屈が見られた。橋 桁の被害は，

見られなかった。

場 所 ⑪ （妙法寺川 ）須磨区飛松町 3丁目 （飛松橋）

護岸の被害は，新湊川水系と同じく傾倒と崩壊が見られた。護岸の被害としては，場

疇 の 箇所で右岸の石積みが，延長約50mにわたり崩壊していた。

コンクリート壁の崩壊は見られなかったが，須磨区大田町では，石積み下段のコンク

リート擁壁に亀裂が見られた。 （写真厄う）また，支流の天井川では，分岐点から 上流に

かけての約500m区間で，石積み護岸に開口亀裂などの変状が認められた。

場 所 ⑫ （妙法寺川 ）須磨区平田町 5丁目

⑬ （妙法寺川 ）須磨区大田町 8丁目

護岸上方斜面の被害は見られなかった 。

妙法寺川水系護岸の変状の要因について考えると，次の通りである 。

飛松橋の座屈した理由は断定できないが，橋脚の直径が約30cm程度と細いことが座屈

の一因ではないかと考えられる 。場所@，⑮ゆ崩壊や擁壁の傾倒は，施工法によるもの

か，または地盤特性によるものかは難しいが，沖積層の枯土が分布することから，地盤

特性に依存する割合が高いのではないかと考えられる 。

(iii)ー ノ谷水系

ーノ谷水系では，橋梁の被害はなく，河口付近 （国道 2号線より上方 20m区間 ）に

おいて石積み護岸の小規模崩壊か見られた程度である 。

8. 4. 2 自然斜面 ・宅地盛土の被害状況

神戸市西部における自然斜面および宅地盛土の被害状況は，図ー8.3.1-8.3.2に示した

通りである 。また，被害の大きい所を表-8.4. 1に一覧表として示した 。 これによると自然

斜面の崩壊は，宅地盛土に比較して全体に少なかった。 自然斜面および宅地盛土の被害地

点は，図ー8.3. l_,_, 8. 3. 2でも推測できるように，北東から南西方向の須磨断層や会下山断

層の周辺に多くが分布しているようである 。
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． 

表 — 8. 4. l 自然斜曲・宅地盛土の被害 状況表

場所 II 被 害 地点

兵庫区

自 I◎

然 IR

斜 I⑮

面 I⑰

⑬ 

⑲ 

宅

@ 

地

＠ 

盛

@ 

土

⑬ 

＠ 

山王町 1丁目

長田区

重池 町 2丁目

須磨区

板宿 町 1丁目

須磨区

ー ノ谷 町 2丁目

兵庫区

湊川町10丁目

長田区

房 王寺町 2丁目

長田区

池田上町

長田区

宮丘町 2丁目

長田 区

長尾町 1丁目

須磨区

明神町 2丁目

須麿区

ーノ谷町 1丁目

被害の状況

大山昨神社付近では，山中からの神社境内，民

家の石積みおよび敷地内に至る連続的な亀裂が
確認された。

神戸電鉄有馬線トンネル 付近で幅50、長さ 25mに

わたって亀裂が発生しており， 一 部は鉄道敷に

崩壊している。亀裂は， lm程度開口している 。

貯水槽の山側に亀裂が発 生し，貯水槽敷地内の

コンクリートにも亀裂が 発生している 。

自然斜面，民家， 擁壁，歩道等を巻き込んだ急
斜面の崩壊である 。

コンクリート建物 （住居）敷地内の亀裂および

石積み擁壁の崩壊か発生 している 。地形傾斜は
緩やかである 。

夢野高校の敷地で，高さ最大 6mの線石積擁壁

が幅 3 0 mにわたって，崩壊している 。

高さ 5mの練石積擁壁が，幅 15 mにわたって
民家の直下から崩壊している 。

プール敷からグランドに かけて連続的に亀裂か

発生 している 。地形傾斜は ， 5゜以下である 。

前方の石積み擁壁にも亀裂等が発生している 。

敷地内のコンクリート建 物の基礎，道路，擁壁

駐 車 場 な ど に 広 く 影 響 している。

切土・盛土が施工されている校内に亀裂，陥没

が発生 している 。 グランドに発生した亀裂は，
すでに埋め戻されている

盛土を主体とした地盤にコ ン ク リ ー ト 建 物 ， 駐

車場などがある 。 高盛土であるため広域に渡っ

て亀裂が発生 している 。
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写真一8.4.l(図-..3.1,'A)) 兵庫区湊川町7丁目付近

コンクリート霞岸の転倒による被害

写真一S.4.2 I庄い．IO)Qil) 長田区貢池町1丁目付近
湊川導水路トンネル下流側坑口の崩壊

‘‘. ク

写真一S.4.3 （図49.Iの） 長田区寺池町1T目付近

コンクリート擁兜護岸の転倒による被害
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写—S.4.4 1t11-1., 14>R1 長田区長田町l丁目付近

コンクリート攘竪護岸の

傾による被害

須磨区飛松町3丁目付近

橋脚の座屈による被害

.-
.
4
 

5
.
 

•• 
,'
 

~ 

写—8.4. 6 (門-a.3.2の匈 須磨区平田町5丁目付近

石積み濱壁崩壊による被害
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写—8.4. 7 (18-1.3.2 u.>@I 

写真一&.4.9 （日—い． 1 の〇

写真ー8.4.ll(日-8.9.2匹）

..1り=ニlはコロ；
9 9 

須 区 大 田 町8丁目付近

コンクリート護岸による亀裂

長田区重池町2丁目付近

神戸電鉄有馬線の擁壁が

一壊している

寧区ーノ谷町2丁目付近

急斜面の崩蝶状況
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西議i:
茫-’-sI―`~-"----. 

：＇ し`／ 

写—8.4.8 (~-•- '· 'の 兵庫区山王町lT目付近山中から神社の境内に

かけて連続的な亀裂が発生している

写真一8.4.10 (18-1.3." 池須磨区板宿町4T目付近

貯水槽に亀裂が発生している
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写真一8.4.12 （四—a 3. 1のO 兵庫区湊川町10丁目付近

団地敷地内の亀裂および

擁の崩壊が発生している



写エー8.4. J3 {f4-I.J. Iの 長田区房王寺町2丁目付近

夢野台高校の敷地内濱壁が崩壊している

＼
 

＿
 

写真一8.4.14（図ーa.3.1のO

写真一8.4.16（四ー．．3．I•®) 

長田区池田上町付近

石積み臓壁の崩壊が発生している

長田区長尾町1T目付近

攘から道路にかけて広範囲に変状している

写真一＆．4.15（匹ー&.l.Iの⑰長田区宮丘町2丁目付近

問口亀裂力匁比初に発生していろ

写真一8.4_17 （図ー••3.2 の⑬ 須磨区明神町2丁目付近

校内に多数の開口亀裂が発生している
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写ェ—8.4.18 （図ー9.3.2喚
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疇区ーノ谷町1丁目付近

高盛土の隕墾にm裂が発生している




